
第１回意見聴取の結果概要

資料２



意見聴取の概要

■調査期間

調査種別 対象者 団体数

ヒ
ア
リ
ン
グ

「丹後・地域高規格道路推進協議会」に所属する団体

〇舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町、各商工会議所、商工会
〇（一社）京都府北部地域連携都市圏振興社
〇京丹後市区長連絡協議会
〇丹後機械工業協同組合
〇丹後織物工業組合
〇京丹後 宿 おかみさんの会
〇京都農業協同組合
〇京都府漁業協同組合 等

36団体

調査種別 対象者 調査手法 配布数
（通）

ア
ン
ケ
ー
ト

地域住民 郵送 標本調査の手法により、京丹後市内在住者3,000人を無作為抽出し、郵送配布、郵送回収 3,000

地域住民・
道路利用者

配架 市役所及び各振興局に調査票を常設、投函箱による回収 ー

WEB 京都府のホームページに開設 ー

街頭 道の駅丹後王国食のみやこ、京都縦貫自動車道由良川PA、道の駅てんきてんき丹後、ショッピ
ングセンターマイン、道の駅くみはまSANKAIKAN、アミティ丹後、京丹後市役所 ー

令和６年４月２５日（木）～令和５年５月３１日（金）

■調査方法及び対象
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 第１回意見聴取は、地域住民・道路利用者へのアンケート調査（郵送、配架、WEB、街頭）、及び「丹後・地域高規格道路
推進協議会」に所属する団体へのアンケート調査及びヒアリング調査を実施。



▲京都縦貫自動車道由良川PA

■街頭アンケートの実施状況

▲アミティ丹後 ▲道の駅 丹後王国食のみやこ

意見聴取の概要（実施状況）

■配架アンケートの実施状況

2-2



意見聴取の結果（アンケート回答数）
■調査の結果
２，２９３人（回答総数）
■郵送＋WEBアンケートの結果

調査種別 対象者 調査手法 実施期間 配布数
（通）

回答数
（通）

回答率
（％）

アンケート
地域住民 郵送 令和6年4月25日（木）

～
令和6年5月31日（金）

3,000 1,281 42.7％

地域住民・
道路利用者 WEB ー 300 ー

■配架アンケートの結果

実施場所 実施期間 回答数（通）
京丹後市役所
（峰山庁舎、大宮庁舎、網野庁舎、丹後庁舎、弥栄庁舎、久美浜庁舎） 令和6年4月25日（木）

～
令和6年5月31日（金）

98

合計: 208宮津市役所、与謝野町役場、伊根町役場 101
丹後広域振興局
（宮津総合庁舎、峰山総合庁舎） 9

■街頭アンケートの結果

実施場所 実施日 回答数（通）
道の駅丹後王国食のみやこ、京都縦貫自動車道由良川PA 令和6年4月30日（火） 79

合計: 504

道の駅てんきてんき丹後、ショッピングセンターマイン 令和6年5月1日（水） 127
道の駅くみはまSANKAIKAN、アミティ丹後 令和6年5月2日（木） 107
京丹後市役所（網野庁舎、久美浜庁舎） 令和6年5月9日（木） 47
京丹後市役所（峰山庁舎、丹後庁舎） 令和6年5月10日（金） 44
京丹後市役所（大宮庁舎、弥栄庁舎） 令和6年5月16日（木） 50
京丹後市役所（網野庁舎、久美浜庁舎） 令和6年5月17日（金） 50
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職業 自動車の運転頻度

ほとんど毎日

77%

週に2～3回

10%

週に1回程度

3%

月に数回程度

2%

ほとんど運転しない

運転免許を持っていない

8%

意見聴取の結果（アンケート回答者の属性）
 回答の男女比率、年齢比率に大きな差はなく、また居住地についても計画対象地域である京丹後市内の回答を多く得ており、
概ね正確な調査結果が得られていると考えられる。

 自動車の運転頻度は、「ほとんど毎日」と「週に２～３回程度」の合計が約９割を占める。

性別 年齢 居住地

総回答数
2,293人

男性

54%

女性

45%

無回答

1%

総回答数
2,293人

総回答数
2,293人

総回答数
2,293人

総回答数
2,293人

18～19歳

1%

20～29歳

7%
30～39歳

13%

40～49歳

15%

50～59歳

22%

60～69歳

22%

70～79歳

19%

80歳以上

1%
峰山町

15%

大宮町

14%

網野町

22%丹後町

7%

弥栄町

6%

久美浜町

18%

宮津市

2%

伊根町

1%

与謝野町

3%

舞鶴市

1%

その他

11%

会社員

30%

自営業

11%

公務員・

団体職員

14%
農林漁業

3%

医療・福祉

4%

パート・アルバイト

12%

家事専業

4%

学生

2%

無職

17%

その他

3%
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無回答
０.2%

無回答
０.3%

無回答
０.1%



必要

55%

どちらかといえば

必要

23%

どちらともい

えない

12%

どちらかといえば不

要

5%

不要

3% 無回答

2%

意見聴取の結果（整備の必要性）
 整備が「必要」と答えた方が55％、「どちらかといえば必要」と答えた方が23％。
 整備を必要とする意見が約８割を占めており、地域別や職業別で大きな差は見られない。

【整備の必要性】 【整備の必要性×地域】
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必要 どちらかといえば必要 どちらともいえない どちらかといえば不要 不要 無回答

【整備の必要性×職業】

55.4

61.6

53.7

69.7

48.9

50.7

49.0

44.7

57.3

52.0

24.4

12.7

27.6

19.7

28.9

27.9

24.5

36.2

19.2

21.3

10.7

12.2

10.9

4.5

15.6

14.9

17.3

12.8

12.4

17.3

5.4

5.3

5.0

3.0

3.3

3.6

4.1

2.1

4.8

5.3

3.1

4.9

2.5

3.0

3.3

1.4

2.0

4.3

3.5

1.3

1.0

3.3

0.3

1.4

3.1

2.8

2.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

会社員

自営業

公務員・団体職員

農林漁業

医療・福祉
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約8割



意見聴取の結果（必要と考える理由）
 整備が｢必要｣｢どちらかといえば必要｣｢どちらともいえない｣と答えた方のうち、医療機関への救急搬送時間短縮(908人)、通
勤などの日常生活の利便性向上(939人)、地域経済の活性化(823人)、観光客の増加(997人)への期待が大きいことがわかっ
た。

【必要と考える理由】

分
類

「暮らし」
に関する選択項目

「産業」
に関する選択項目

「観光」
に関する選択項目

「安全性」
に関する選択項目

「ネットワーク確保」
に関する選択項目
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48

57

30

35
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100

71

19
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必要 どちらかといえば必要 どちらともいえない

①豊岡病院などへの救急搬送時間の短縮が期
待できるから
②通勤・通学・通院・買い物など日常生活の
移動が便利になるから
③周辺地域との交流が拡大し、地域の活性化
が期待できるから

④地域経済の活性化が期待できるから

⑦観光客の増加、観光振興が期待できるから

⑧豊富な観光資源の魅力が一層高まるから

⑨事故・災害発生時でも機能する道路ネット
ワークが確保できるから

⑩現道（一般道路）よりも交通事故が少なく
安全な交通が期待できるから

⑪その他（土地勘がない等）その他

908人

939人

823人

997人

⑤産業立地の進展（新たな工業団地の建設な
ど）が期待できるから
⑥物流コストの低減（地元産業の商圏拡大な
ど）が期待できるから

■「必要」と答えた方 ■「どちらかといえば必要」と答えた方 ■「どちらともいえない」と答えた方
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意見聴取の結果（不要と考える理由）
 整備が｢不要｣｢どちらかといえば不要｣｢どちらともいえない｣と答えた方のうち、その理由は利用者がそもそも少ない(272人)、
他の優先すべき施策がある(171人)といった回答が多かった。

【不要と考える理由】

①利用者がそもそも少ないと思うから

②整備により自然環境が破壊されるから

③都市部への人口流出が加速するおそれがあるから
④大資本（大企業）が流入すれば、地元商工業が衰
退するおそれがあるから
⑤地産地消が衰退するおそれがあるから

⑥都市化が進み、農林漁業等の地場産業が衰退する
おそれがあるから
⑦来訪者による環境・観光公害が心配だから

⑧電車・バスなどの公共交通が衰退するおそれがあ
るから
⑨将来、自動車利用が減ると思うから

⑩福祉施策など、他の優先すべき施策があるから

⑪その他（一般道の整備が優先だと考えるから、人
口減少が進んでいる状況を考えると必要性を感じな
いから等）
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■「不要」と答えた方 ■「どちらかといえば不要」と答えた方 ■「どちらともいえない」と答えた方

272人

171人



意見聴取の結果（道路網の強化・充実に対する意識）
 近年、新型コロナウィルス感染症の流行や災害の激甚化・頻発化などの様々な社会情勢の変化が生じている。
 ポストコロナの新しい生活様式や社会経済を支える道路網に対する意識変化を確認するために、調査を実施。
 道路網の強化、充実に対する意識が高まったという意見が大半を占め、自由意見の中にも「コロナ、能登半島地震に関係なく
必要」「能登半島の地震でも明らかになったように、一般道の不通箇所が多く生じた。今回の高規格道路ができたとしても実
態として十分機能しない懸念がある。」 ｢能登半島地震の状況を考えた時、主要道路の大切さを痛感した｣という意見がみら
れた。

非常に高まった

27%

ある程度高まった

24%

あまり変わらない

35%

どちらともいえない

11%

山陰近畿自動車道は

必要ない

2%

無回答

1%

非常に高まった

43%

ある程度高まった

31%

あまり変わらな

い

17%

どちらともいえない

6%

山陰近畿自動車道は

必要ない

2%

無回答

1%

約7割
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Q．コロナ禍を踏まえ、山陰近畿自動車道の整備をはじめと
した道路網の強化・充実に対する意識は高まりましたか。

Q．令和６年能登半島地震を踏まえ、山陰近畿自動車道の整備
をはじめとした道路網の強化・充実に対する意識は高まり
ましたか。

約5割



意見聴取の結果（アンケート自由意見①）

分類 意見（抜粋）

暮らし
（176件）

■自分も家族も安心して楽しく過ごせるように整備を早く進めてほしい。（10代男性）
■山陰近畿自動車道は未来に向けて必要と思います。それによって人口・産業・観光・医療がよい方向
につながると思います。(70代女性)
■自動車道の整備は移動時間が短縮されるだけでなく、丹後を含めた周辺地域全体の暮らしや文化の
営みを支えている。(60代女性)
■道路が新たにできると便利だが、その便利さと利用者の数は必ずしも比例しないと思う。(20代男性)

産業
（39件）

■道路の整備は地域の活性化、発展につながると思う。（40代男性）
■地域の活性化や産業の誘致などにおいて、自動車道の整備は急務だと思う。（60代男性）
■山陰近畿自動車道が本格的になれば一般道沿いの店の経営が心配。（50代女性）
■自動車道の整備と並行して企業の誘致を進めなければ、メリットがあまりないように思える。(50代男性）

観光
（66件）

■豊岡と京丹後の両地域をつなぐ道路網の充実はエリア全体の魅力アップにつながる。（30代男性）
■遠方からでも日帰りで来やすい地域になる。(40代男性)
■ミッシングリンク区間にある観光拠点は、観光拠点間における周遊性が向上し、観光客を引き込むこと
が期待できる（年代、性別不明）
■道路が整備されたら通過されてしまうのではないか。(70代男性)
■山陰近畿自動車道が整備され交通量が渋滞しなくなることはうれしいが、日帰りする観光客が増え、
観光地に滞在する時間も短くなる。駐車場周辺だけ賑わうのでは。(50代女性)

ネットワーク確
保

（83件）

■道路網を強化しておかないと地震などで孤立して支援の遅れが発生する。（60代女性）
■将来、豪雨などの災害時や救急搬送時の近道や渋滞や事故を無くすためにも自動車道は必要。(40代女性）
■災害時の道路として必要な物資を被災者へ届ける社会的インフラである。(40代男性)
■地震によって道が遮断されると救助が遅れたり物資等も届かなかったりと不安面もあるが、今すぐ必要
かと考えると他のところにもっとお金が必要なのかなとも思う。(30代女性)

 自由意見は、延べ1,226件の意見が寄せられた。
 ｢楽しく過ごせるように整備を早く進めてほしい｣｢日帰りで来やすい地域になる｣｢道路網を強化しておかないと地震などで孤立し
て支援の遅れが発生する｣等といった整備による効果に期待する意見が見られた一方、「一般道沿いの店の経営が心配」「道路が
整備されたら通過されてしまう」「現存の修繕を優先すべき」等といった整備による懸念、配慮を求める意見も見られた。

 また、具体的な進め方や市民の経済的な負担などについてもご意見を頂いており、計画策定を進める際の参考といたします。
■整備による効果に期待する意見 ■整備による懸念、配慮を求める意見 □その他希望等の意見
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意見聴取の結果（アンケート自由意見②）
分類 意見抜粋

安全性
（47件）

■旧道を含むと道が細いところもあり、交通事故も多いように思う。高速道路ができると交通が分散され
事故も減るように思う。（40代男性）
■今の道路状況ではバス等大型車の通行に不便だと思うし、それにより自転車・歩行者の安全確保も
難しいと思われるから、実現してほしい。(50代女性)
■交通事故の増加が心配される。(70代男性)
■網野町浜詰から久美浜あたりは砂丘なので、地盤が弱くないか不安。(30代男性)

自然環境
（27件）

■これから先、住みやすい環境や自然を守り続けてほしいと思う。(40代女性ほか)
■移動のための道路網の整備が望むが、それによる地域開発は望まない。山河や田園風景を大事にしたい。
(60代男性)
■自然環境が美しい所と思っており、それが破壊されるなら必要ない。コロナ禍でも他府県から来訪者が
どんどん来た。それ以上になると静かな所の良さがなくなる。(70代女性)
■自然環境が壊されて動物が町までおりてくる。(50代女性)
■山があちこちで削られていくのを見るのは胸が痛む。(70代女性)

景観・歴史文化
（10件）

■海岸付近の美しい景色を全国の人に見てもらいたい。（30代男性）
■地域の外観、雰囲気、自然も大切にした上で工事を進めてほしい。(30代男性)
■何よりもまずこれから先も丹後の美しい景観・自然をそのまま残すことが一番大事です。（60代女性）
■歴史のある丹後の地、掘れば色々なものが出てくる。手を付けず残してほしい。（30代女性）
■網野までルートを含め、古墳や遺跡にあたるリスクの高いルートを選択していて、早期に開通させる気
があるのか疑問に思う。(40代男性)

その他
（778件）

■人口減少化でさらなる延伸は必要ない。現存の修繕を優先すべき。（40代男性）
■有料道路よりも一般国道で歩車分離できていないところをバイパス化するなど、小さな改修の方が
利用者が伸びることのないような地域において費用対効果が高いと思う。（30代女性）

■予算は自動車道の整備より少子化対策・教育に使うべき。(60代男性)
■人口減少が進む中、自動車道の維持管理は大丈夫なのか。(50代男性)
□早期整備を希望する。（70代男性）
□産業の活性化、企業誘致につながる計画を同時に市や町も進めていき、整備をする先々効果を市民と
ともに共有していくことも重要だと考える。(30代男性)
□整備区間にサービスエリアをつくってほしい。(30代男性）
□コロナ禍が明け、車での旅行が増えたので整備してほしい。(30代男性)

■整備による効果に期待する意見 ■整備による懸念、配慮を求める意見 □その他希望等の意見
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意見聴取の結果（団体ヒアリング①）
 「丹後・地域高規格道路推進協議会」に所属する36団体にヒアリングを実施。
 「雇用の拡大」「定住人口の減少の緩和」等といった整備による効果に期待する意見が見られた一方、「北近畿丹後鉄道への
影響・衰退を懸念」「大企業の進出により小規模な地元商店等の廃業」「車両増加に伴う交通事故の増加」等といった整備に
よる懸念、配慮を求める意見も見られた。

■整備による効果に期待する意見 ■整備による懸念、配慮を求める意見 □その他希望等の意見

分類 意見（抜粋）

暮らし
（33件）

■人手不足が深刻な状況で人材確保が大きな課題であり、通勤圏拡大による解消・雇用の拡大に期待
(自治体、商工会、観光関係者、製造業関連、金融業関連、その他団体）
■救急医療施設である豊岡病院までのアクセス性の向上に期待（自治体、運輸業関連）
■高速道路の整備による安全性、快適性、利便性による生活の質の向上は、定住人口の減少の緩和に期待
(自治体、商工会、運輸業関連、その他団体）
■北近畿丹後鉄道への影響・衰退を懸念（自治体）
■近隣地域への人口流出による人口減少を懸念（地域住民代表、その他団体）
■高速道路の整備費に予算が投入され、生活道路である国道・府道の改修・整備が後回しになることを
懸念（地域住民代表）

産業
（35件）

■高規格道路の広域ネットワークの実現により、京阪神、山陰、北陸、東海圏からの“人・物”の流れが
増加し、「京都舞鶴港」の機能強化が図れ、販路拡大、企業誘致活動の推進に繋がり地域全体の活性化
を期待（自治体、商工会、製造業関連、農林漁業関連、運輸業関連、金融業関連）

■ミッシングリンク解消により地元経済の発展に寄与（観光関係者、金融業関連、その他団体）
■漁港へのアクセスを配慮したICの整備（農林漁業関連）
■大企業の進出により小規模な地元商店等の廃業を懸念（製造業関連）
■都市部への交通の利便性が向上し、地元商店の衰退を懸念（金融業関連、その他団体）

観光
（31件）

■高規格道路の広域ネットワークの実現により、周遊観光（山陰海岸ジオパーク等の観光拠点アクセス
向上、クルーズ船の寄港増加等）が向上し、地域全体の活性化を期待（自治体、商工会、観光関係者、
運輸業関連、その他団体）
■鳥取空港、関西空港からのアクセスが向上し、外国人観光客の増加を期待（観光関係者）
■通過交通の増加に伴う観光客・宿泊客数の減少（自治体、観光関係者、運輸業関連、金融業関連、地域
住民代表、その他団体）
■観光客の増加による渋滞や観光公害の発生などのオーバーツーリズムを懸念（商工会、農林漁業関連、
運輸業関連、その他団体） 2-11



意見聴取の結果（団体ヒアリング②）
分類 意見（抜粋）

ネットワーク確保
（32件）

■大規模地震等の災害時等における広域避難路や人流・物流の緊急輸送路の確保（自治体、商工会、観光
関係者、製造業関連、農林漁業関連、建設業関連、運輸業関連、地域住民代表、その他団体）
■能登半島地震を想定した丹後半島の道路の強靭化（自治体、観光関係者、運輸業関連、その他団体）
■災害時の復興支援の迅速化（自治体、建設業関連）

安全性
（4件）

■観光客等による高速道路の車両増加に伴う交通事故の増加を懸念（製造業関連、その他団体）
□安全な道路整備、将来の自動運転に対応できる車線整備（運輸業関連）
□動物との接触事故防止対策（農林漁業関連）

自然環境
（8件）

■自然環境・景観への配慮（自治体、観光関係者、農林漁業関連、その他団体）
■観光客の増加に伴い環境（ゴミ）問題を懸念（商工会、観光関係者）

景観・歴史文化
（3件）

■自動車道からの景色（海沿い）に配慮（観光関係者）
■周囲の景観を損ねることがないよう道路・橋梁等の構造物の意匠、色合いに十分な配慮が必要（観光関
係者）

その他
（71件）

□地元事業者もテナントして出店できるSA（道の駅）の整備（観光関係者、農林漁業関連、建設業関連、
金融業関連）
□地域の特性に配慮したIC若しくはスマートIC位置及びアクセス道路の整備・拡充（自治体、観光関係者、
製造業関連、運輸業関連、その他団体）
□追い越し車線の設置（観光関係者、製造業関連）
□山陰近畿自動車道の整備に合わせた一般道の整備も必要（住民団体代表、その他団体）
□早期の全線開通（自治体、商工会、観光関係者、農林漁業関連、製造業関連、運輸業関連、金融業関連、
地域住民代表、その他団体）
□高速道路の整備とともに地域の将来像計画が必要（観光関係者）
□通行料金の低価格設定（農林漁業関連、運輸業関連、その他団体）
□開通時期の明確化（金融業関連）

■整備による効果に期待する意見 ■整備による懸念、配慮を求める意見 □その他希望等の意見
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